
「
被
災
地
忘
れ
な
い
」
大
槌
で
熱
演
β

就
実
高
が
音
楽
会

　
岡
山
市
北
区
の
就
実
高
校
の

吹
奏
楽
部
が
３
月
1
7
日
、
東
日

本
大
震
災
で
津
波
の
被
害
に
遭

っ
た
岩
手
県
大
槌
町
を
訪
れ
、

県
立
大
槌
高
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ー
ト
を
開
い
た
。
「
被
災

地
を
忘
れ
な
い
よ
」
。
そ
の
思

い
を
胸
に
、
就
実
高
の
生
徒
た

ち
は
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
記
念
撮

影
を
す
る
就
実
高
と
大
槌
高
の

生
徒
た
ち
＝
３
月
1
7
日
、
岩
手

県
大
槌
町
、
就
実
高
校
提
供

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
両
校
の
出
会
い
は
昨
年
。
国

際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

　
（
岡
山
市
）
の
招
待
で
大
槌
高

の
吹
奏
楽
部
が
岡
山
を
訪
問
。

市
内
の
ホ
ー
ル
で
就
実
高
と
協

演
し
た
。
そ
の
縁
で
今
回
は
就

実
側
の
呼
び
か
け
で
「
絆
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
１
３
　
・
ｌ
ｎ
大

槌
」
が
実
現
し
た
。

　
大
槌
高
で
は
生
徒
６
入
が
犠

牲
に
な
り
、
吹
奏
楽
部
に
も
家

族
を
亡
く
し
、
自
宅
を
失
っ
た

生
徒
が
い
た
。
で
も
、
震
災
の

Ｉ
カ
月
後
に
練
習
を
再
開
。
顧

問
の
金
丸
元
教
諭
は
「
部
活
は

震
災
前
と
変
わ
ら
な
い
日
常
を

取
り
戻
せ
る
や
す
ら
ぎ
の
場
所

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
今
回
、
就
実
高
か
ら
4
4
入
、

大
槌
高
か
ら
９
９
一
人
が
参
加
。
か

つ
て
避
難
所
だ
っ
た
町
の
体
育

館
で
、
観
客
約
6
0
人
を
前
に
ポ

ッ
プ
ス
や
東
北
民
謡
メ
ド
レ
ー

な
ど
を
披
露
し
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
唱
歌
「
故

郷
」
。
「
観
客
が
ハ
ン
カ
チ
で

目
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
合
唱
す

る
姿
が
印
象
に
残
っ
た
」
と
い

う
就
実
高
の
小
林
巧
教
諭
は
、

自
身
も
一
緒
に
涙
を
流
し
な
が

ら
タ
ク
ト
を
振
っ
た
。
生
徒
た

ち
も
目
を
潤
ま
せ
て
い
た
。

　
就
実
高
の
新
部
長
の
清
水
一

希
さ
ん
（
３
年
）
は
、
大
槌
高

の
生
徒
か
ら
「
震
災
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
頭
に
残
っ
て
い
る
。
「
被

災
地
で
見
た
こ
と
を
他
の
人
に

伝
え
た
い
し
、
ま
た
大
槌
高
と

音
楽
で
つ
な
が
り
た
い
」

　
演
奏
会
後
、
就
実
高
は
大
槌

高
か
ら
手
作
り
の
旗
を
も
ら
っ

た
。
学
校
が
避
難
所
だ
っ
た
と

き
に
間
仕
切
り
に
使
わ
れ
た
布

で
、
中
心
に
「
絆
」
の
文
字
。

周
り
は
部
員
の
手
形
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
彩
ら
れ
て
い
た
。
「
あ

り
が
と
う
じ
ゃ
足
り
な
い
く
ら

い
感
謝
し
て
い
ま
す
。
楽
し
い

時
間
を
あ
り
が
と
う
」
　
「
大
好

き
。
ま
た
会
お
う
ね
」

　
就
実
高
は
今
後
も
手
紙
を
送

り
あ
う
な
ど
交
流
を
続
け
る
つ

も
り
だ
。
　
　
（
逸
見
那
由
子
）
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